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労働政策審議会による答申等の尊重に関する意見 

 

 

本審議会は、標記について、厚生労働省設置法第９条第１項第３号の規定に

基づき、下記のとおり、意見を申し述べる。 

貴職におかれては、これを踏まえ、労働政策審議会の答申等について、適切

に対処されたい。 

 

 

記 

 

 

昨年１２月２８日、本審議会が、厚生労働大臣に答申した「今後の労働者派

遣制度の在り方について」を踏まえた「労働者派遣事業の適正な運営の確保及

び派遣労働者の就業条件の整備等に関する法律等の一部を改正する法律案」の

要綱について、本審議会は、本年２月１７日に厚生労働大臣から諮問を受け、

同２４日に、全会一致で答申した。 

しかしながら、今般、政府は、この法律案について、３月１９日に本審議会

の答申とは異なる形で閣議決定を行い、３月２９日に、国会に提出した。この

ような取扱いは、本審議会の答申が、公労使三者により真摯な議論を積み重ね、

ぎりぎりの調整を行った結果であることにかんがみれば、遺憾である。 

本審議会が雇用・労働政策の企画立案に不可欠であり、ＩＬＯの三者構成原

則に基づく非常に重要な意義を有するものであることを踏まえ、本審議会は、

政府に対し、労働政策審議会の意見を尊重するよう、強く求める。 


